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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メッセージを受信端末に送信する送信端末によって送信されたメッセージを、間接送信
及び直接送信のうちどちらかの送信方式を決定し、前記決定した送信方式によって前記メ
ッセージを前記受信端末に送信するメッセージ制御装置であって、
　前記送信されたメッセージを格納するメッセージ格納手段と、
　前記受信端末の利用者が前記受信端末を介して設定した、送信方式を変更するための条
件である受信側条件を記憶する受信側条件記憶手段と、
　前記受信端末から前記受信側条件を取得し、取得した前記受信側条件を前記受信側条件
記憶手段に登録する登録手段と、
　前記受信側条件に基づいて、前記送信端末から前記間接送信または前記直接送信で送信
された前記メッセージを、前記間接送信及び前記直接送信のうちどちらかの送信方式を決
定し、前記決定した送信方式で前記受信端末へ送信する送信制御手段と
　を備え、
　前記受信側条件は、前記メッセージの送信元アドレス、前記メッセージの形式、前記メ
ッセージに添付されるデータの有無、前記データの形式、前記メッセージの優先順位、前
記メッセージの重要度、又は、前記メッセージに含まれる文字列の少なくとも１つに基づ
いて設定する、前記メッセージの前記受信端末への送信方式を変更するための条件であり
、
　前記間接送信は、前記送信されたメッセージを前記メッセージ格納手段に格納し、格納
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先を前記受信端末に通知し、前記受信端末からメッセージの要求を受けると、前記格納し
たメッセージを前記受信端末に送信する送信方式であり、
　前記直接送信は、前記送信されたメッセージを前記メッセージ格納手段に格納せずに、
前記受信端末に前記メッセージを送信する送信方式であり、
　前記送信制御手段は、前記受信側条件に基づいて、前記送信端末から前記間接送信で送
信された前記メッセージの送信方式を、前記直接送信に変更し、前記メッセージを前記直
接送信によって前記受信端末へ送信することを特徴とするメッセージ制御装置。
【請求項２】
　前記送信制御手段は、前記受信側条件に基づいて、前記送信端末から前記直接送信で送
信された前記メッセージの送信方式を、前記間接送信に変更し、前記メッセージを前記間
接送信によって前記受信端末へ送信することを特徴とする請求項１に記載のメッセージ制
御装置。
【請求項３】
　前記登録手段は、前記受信側条件が変更された場合に、前記変更された受信側条件を新
受信側条件として、変更前の前記受信側条件を前記新受信側条件に更新することを特徴と
する請求項１または２に記載のメッセージ制御装置。
【請求項４】
　メッセージを受信端末に送信する送信端末によって送信されたメッセージを、間接送信
及び直接送信のうちどちらかの送信方式を決定し、前記決定した送信方式によって前記メ
ッセージを前記受信端末に送信するメッセージ制御方法であって、
　前記受信端末の利用者が前記受信端末を介して設定した、送信方式を変更するための条
件である受信側条件を、前記受信端末から取得し、
　前記取得した前記受信側条件を、前記受信側条件を記憶する受信側条件記憶手段に登録
し、
　前記受信側条件に基づいて、前記送信端末から前記間接送信または前記直接送信で送信
された前記メッセージを、前記間接送信及び前記直接送信のうちどちらかの送信方式を決
定し、
　前記決定した送信方式で前記受信端末へ送信し、
　前記受信側条件は、前記メッセージの送信元アドレス、前記メッセージの形式、前記メ
ッセージに添付されるデータの有無、前記データの形式、前記メッセージの優先順位、前
記メッセージの重要度、又は、前記メッセージに含まれる文字列の少なくとも１つに基づ
いて設定する、前記メッセージの前記受信端末への送信方式を変更するための条件であり
、
　前記間接送信は、前記送信されたメッセージを前記メッセージ格納手段に格納し、格納
先を前記受信端末に通知し、前記受信端末からメッセージの要求を受けると、前記格納し
たメッセージを前記受信端末に送信する送信方式であり、
　前記直接送信は、前記送信されたメッセージを前記メッセージ格納手段に格納せずに、
前記受信端末に前記メッセージを送信する送信方式であり、
　前記決定は、前記受信側条件に基づいて、前記送信端末から前記間接送信で送信された
前記メッセージの送信方式を、前記直接送信に変更することを決定し、
　前記送信は、前記決定に基づき、前記メッセージを前記直接送信によって前記受信端末
へ送信することを特徴とするメッセージ制御方法。
【請求項５】
　前記決定は、前記受信側条件に基づいて、前記送信端末から前記間接送信で送信された
前記メッセージの送信方式を、前記直接送信に変更することを決定し、
　前記送信は、前記決定に基づき、前記メッセージを前記直接送信によって前記受信端末
へ送信することを特徴とする請求項４に記載のメッセージ制御方法。
【請求項６】
　前記登録は、前記受信側条件が変更された場合に、前記変更された受信側条件を新受信
側条件として、変更前の前記受信側条件を前記新受信側条件に更新することを特徴とする
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請求項４または５に記載のメッセージ制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、メッセージ制御装置、端末装置及びメッセージ送信制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、受信端末におけるデータ文字数の制限や文字コードに基づいて、メッセージの送
受信方式を決定し、メッセージを送信するメッセージ配信システムが提案されている（例
えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００３－１５８５５２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、従来のメッセージ配信システムは、受信端末におけるデータ文字数の制
限や文字コードに基づいて、送受信方式を決定するだけであった。そのため、端末装置が
受信端末になるときに希望する、メッセージの送信元アドレス、メッセージの形式、メッ
セージに添付されるデータの有無やその形式、メッセージの優先順位、メッセージの重要
度、メッセージに含まれる文字列に基づくメッセージの受信端末への送信方式や、メッセ
ージの形式やメッセージに添付されるデータの形式に関する受信端末の処理能力は考慮さ
れずに、メッセージが受信端末に送信されていた。よって、これらの条件に基づいてメッ
セージの受信端末への送信方式を決定し、メッセージの送信を制御することができなかっ
た。
【０００４】
　そこで、本発明は、端末装置が受信端末になるときに希望する、メッセージの送信元ア
ドレス、メッセージの形式、メッセージに添付されるデータの有無やその形式、メッセー
ジの優先順位、メッセージの重要度、メッセージに含まれる文字列に基づくメッセージの
受信端末への送信方式や、メッセージの形式やメッセージに添付されるデータの形式に関
する受信端末の処理能力を考慮して、メッセージの受信端末への送信を制御することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係るメッセージ制御装置は、端末装置が受信端末になるときの受信側条件とし
て、メッセージの送信元アドレス、メッセージの形式、メッセージに添付されるデータの
有無、そのデータの形式、メッセージの優先順位、メッセージの重要度、又は、メッセー
ジに含まれる文字列の少なくとも１つに基づいて設定したメッセージの受信端末への送信
方式を記憶する受信側条件記憶手段と、端末装置から受信側条件を取得し、受信側条件記
憶手段に登録する登録手段と、受信側条件に基づいてメッセージの受信端末への送信方式
を決定し、その決定結果に従ってメッセージの送信を制御する送信制御手段とを備えるこ
とを特徴とする。
【０００６】
　このようなメッセージ制御装置によれば、端末装置が受信端末になるときの受信側条件
として、メッセージの送信元アドレスやメッセージの形式、メッセージに添付されるデー
タの有無やその形式、メッセージの優先順位、メッセージの重要度、メッセージに含まれ
る文字列に基づいて設定したメッセージの受信端末への送信方式を、端末装置から取得し
て記憶しておくことができる。そして、メッセージ制御装置は、その受信側条件に基づい
てメッセージの受信端末への送信方式を決定し、その決定結果に従ってメッセージの送信
を制御できる。
【０００７】
　そのため、端末装置は、受信端末になるときに希望する、メッセージの送信元アドレス
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やメッセージの形式、メッセージに添付されるデータの有無やその形式、メッセージの優
先順位、メッセージの重要度、メッセージに含まれる文字列に基づくメッセージの受信端
末への送信方式を、受信側条件として設定できる。そして、メッセージ制御装置は、その
受信側条件を考慮してメッセージの受信端末への送信を制御できる。
【０００８】
　本発明に係る他のメッセージ制御装置は、メッセージの形式又はメッセージに添付され
るデータの形式の少なくとも１つに関する端末装置の処理能力を記憶する端末情報記憶手
段と、受信端末の処理能力に基づいてメッセージの受信端末への送信方式を決定し、その
決定結果に従ってメッセージの送信を制御する送信制御手段とを備えることを特徴とする
。
【０００９】
　このようなメッセージ制御装置によれば、メッセージの形式やメッセージに添付される
データの形式に関する端末装置の処理能力を記憶しておくことができる。そして、メッセ
ージ制御装置は、メッセージの形式やデータの形式に関する受信端末の処理能力に基づい
てメッセージの受信端末への送信方式を決定し、その決定結果に従ってメッセージの受信
端末への送信を制御できる。そのため、メッセージ制御装置は、メッセージの形式やメッ
セージに添付されるデータの形式に関する受信端末の処理能力を考慮して、メッセージの
受信端末への送信を制御できる。
【００１０】
　本発明に係る端末装置は、受信端末になるときの受信側条件として、メッセージの送信
元アドレス、メッセージの形式、メッセージに添付されるデータの有無、そのデータの形
式、メッセージの優先順位、メッセージの重要度、又は、メッセージに含まれる文字列の
少なくとも１つに基づいて設定したメッセージの受信端末への送信方式を、メッセージの
送信を制御するメッセージ制御装置に通知する通知手段を備えることを特徴とする。
【００１１】
　このような端末装置によれば、受信端末になるときに希望する、メッセージの送信元ア
ドレスやメッセージの形式、メッセージに添付されるデータの有無やその形式、メッセー
ジの優先順位、メッセージの重要度、メッセージに含まれる文字列に基づくメッセージの
受信端末への送信方式を受信側条件として設定し、メッセージ制御装置に通知できる。そ
のため、メッセージ制御装置は、端末装置から通知された受信側条件を考慮して、メッセ
ージの受信端末への送信を制御できる。
【００１２】
　本発明に係るメッセージ送信制御方法は、端末装置が受信端末になるときの受信側条件
として、メッセージの送信元アドレス、メッセージの形式、メッセージに添付されるデー
タの有無、そのデータの形式、メッセージの優先順位、メッセージの重要度、又は、メッ
セージに含まれる文字列の少なくとも１つに基づいて設定したメッセージの受信端末への
送信方式を端末装置から取得し、取得した受信側条件を、受信側条件を記憶する受信側条
件記憶手段に登録し、受信側条件に基づいてメッセージの受信端末への送信方式を決定し
、その決定結果に従ってメッセージの送信を制御することを特徴とする。
【００１３】
　本発明に係る他のメッセージ送信制御方法は、メッセージの形式又はメッセージに添付
されるデータの形式の少なくとも１つに関する受信端末の処理能力に基づいてメッセージ
の受信端末への送信方式を決定し、その決定結果に従ってメッセージの送信を制御するこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　以上説明したように、本発明によれば、端末装置が受信端末になるときに希望する、メ
ッセージの送信元アドレスやメッセージの形式、メッセージに添付されるデータの有無や
その形式、メッセージの優先順位、メッセージの重要度、メッセージに含まれる文字列に
基づくメッセージの受信端末への送信方式や、メッセージの形式やメッセージに添付され
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るデータの形式に関する受信端末の処理能力を考慮して、メッセージの受信端末への送信
を制御することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
〔通信システム〕
　図１に示すように、通信システム１は、第１メッセージングシステム１０と、メッセー
ジ制御装置２０と、第２メッセージングシステム３０とを備える。通信システム１は、異
なるシステム、第１メッセージングシステム１０と第２メッセージングシステム３０とを
、メッセージ制御装置２０を介して接続して構成される。尚、第１メッセージングシステ
ム１０と第２メッセージングシステム３０との接続の仕方に制約はない。
【００１６】
　第１メッセージングシステム１０は、移動端末１０ａと、無線基地局１０ｂと、移動通
信網１０ｃと、メッセージサーバ１０ｄとを備える。第２メッセージングシステム３０は
、マルチメディアメッセージングサービス（Multimedia　Messaging　Service、以下「Ｍ
ＭＳ」と表す）端末３０ａと、無線基地局３０ｂと、移動通信網３０ｃと、ＭＭＳリレー
／サーバ３０ｄとを備える。
【００１７】
　移動端末１０ａは、無線基地局１０ｂを介して移動通信網１０ｃに接続し、メッセージ
サーバ１０ｄとメッセージを送受信する。そして、移動端末１０ａは、メッセージサーバ
１０ｄを介して、ＭＭＳ端末３０ａやメッセージ制御装置２０とメッセージを送受信する
。メッセージサーバ１０ｄは、メッセージ制御装置２０を介してＭＭＳリレー／サーバ３
０ｄとメッセージを送受信する。又、メッセージサーバ１０ｄは、移動通信網１０ｃを介
して移動端末１０ａとメッセージを送受信する。メッセージサーバ１０ｄは、例えば、ｉ
－ｍｏｄｅ（登録商標）サーバを用いることができる。移動端末１０ａは、例えば、ｉ－
ｍｏｄｅ（登録商標）端末を用いることができる。
【００１８】
　ＭＭＳ端末３０ａは、無線基地局３０ｂを介して移動通信網３０ｃに接続し、ＭＭＳリ
レー／サーバ３０ｄとメッセージを送受信する。そして、ＭＭＳ端末３１０ａは、ＭＭＳ
リレー／サーバ３０ｄを介して、移動端末１０ａやメッセージ制御装置２０とメッセージ
を送受信する。ＭＭＳリレー／サーバ３０ｄは、メッセージ制御装置２０を介してメッセ
ージサーバ１０ｄとメッセージを送受信する。又、ＭＭＳリレー／サーバ３０ｄは、移動
通信網３０ｃを介してＭＭＳ端末３０ａとメッセージを送受信する。
【００１９】
　メッセージ制御装置２０は、メッセージの送信を制御する。メッセージ制御装置２０は
、第１メッセージングシステム１０と第２メッセージングシステム３０との間でメッセー
ジを中継する。以下、ＭＭＳ端末３０ａが送信端末となり、移動端末１０ａが受信端末と
なる場合を例にとって説明する。送信端末は、メッセージを送信する端末装置であり、受
信端末は、メッセージを受信する端末装置である。
【００２０】
　図２に示すようにメッセージ制御装置２０は、メッセージサーバインタフェース２１と
、ＭＭＳリレー／サーバインタフェース２２と、受信側条件データベース２３と、端末情
報データベース２４と、登録部２５と、メッセージ制御部２６と、メッセージ格納部２７
と、間接送信制御部２８とを備える。
【００２１】
　メッセージサーバインタフェース２１は、メッセージサーバ１０ｄとのインタフェース
である。ＭＭＳリレー／サーバインタフェース２２は、ＭＭＳリレー／サーバ３０ｄとの
インタフェースである。メッセージサーバインタフェース２１、ＭＭＳリレー／サーバイ
ンタフェース２２は、移動端末１０ａやＭＭＳ端末３０ａのような端末装置から制御用メ
ッセージを受信し、登録部２５に入力する。
【００２２】
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　メッセージ制御装置２０が受信する制御用メッセージには、端末装置が受信端末になる
ときの受信側条件を通知する条件通知メッセージと、端末装置に関する端末情報を通知す
る端末情報通知メッセージと、メッセージ制御装置２０に登録されている受信側条件を問
い合わせる参照メッセージがある。
【００２３】
　条件通知メッセージは受信側条件を含む。受信側条件は、端末装置が受信端末になると
きに希望するメッセージの受信端末への送信方式である。受信側条件は、端末装置が、メ
ッセージの送信元アドレス、メッセージの形式、メッセージに添付されるデータの有無や
その形式、メッセージの優先順位や重要度、メッセージに含まれる文字列の少なくとも１
つに基づいて設定する。以下、メッセージの送信元アドレス、メッセージの形式、メッセ
ージに添付されるデータの有無やその形式、メッセージの優先順位や重要度、メッセージ
に含まれる文字列をまとめて「基本項目」という。
【００２４】
　メッセージの受信端末への送信方式には、例えば、直接送信と間接送信がある。間接送
信は、受信端末宛のメッセージをメッセージ格納部２７に格納して、格納先を受信端末に
通知し、受信端末からメッセージの要求を受けると、格納したメッセージを受信端末に送
信する方式である。直接送信は、メッセージ格納部２７にメッセージを格納して格納先を
受信端末に通知する処理を行わずに、受信端末宛のメッセージを受信端末に送信する方式
である。メッセージ格納部２７は、メッセージを格納するメッセージ格納手段である。
【００２５】
　受信側条件は、送信方式を決定する決定条件と、決定条件に合致する場合に指定する送
信方式を含む。決定条件は、基本項目について設定する。メッセージの形式には、ｍｕｌ
ｔｉｐａｒｔ／ｍｉｘｅｄ、ｍｕｌｔｉｐａｒｔ／ｒｅｌａｔｅｄ、ｍｕｌｔｉｐａｒｔ
／ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅなどがある。メッセージに添付されるデータには、添付ファイ
ルがある。データの形式には、ＪＰＥＧ形式、ＭＰＥＧ形式などがある。メッセージの優
先順位は、メッセージを送信する優先順位である。メッセージの重要度は、メッセージの
内容の重要度である。メッセージの優先順位や重要度は、優先順位や重要度を示す制御デ
ータを用いて指定できる。メッセージに含まれる特定の文字列としては、例えば、「至急
」、「緊急」、「重要」のような優先順位や重要度を示す文字列を指定できる。送信方式
は、直接送信又は間接送信のいずれかを指定する。
【００２６】
　例えば、送信元アドレスに基づく受信側条件は、「送信元アドレスに“＠ａｂｃ．ｘｙ
ｚ．ｃｏｍ”が含まれている場合、直接送信する」、「送信元アドレスが“１２３＠ａｂ
ｃ．ｘｙｚ．ｃｏｍ”の場合、間接送信する」のように設定できる。このように、決定条
件は送信元アドレスの一部又は全部について設定できる。メッセージの形式に基づく受信
側条件は、「形式が“ｍｕｌｔｉｐａｒｔ／ｍｉｘｅｄ”の場合、間接送信する」、「形
式が“ｍｕｌｔｉｐａｒｔ／ｒｅｌａｔｅｄ”の場合、直接送信する」のように設定でき
る。
【００２７】
　メッセージに添付されるデータの有無やその形式に基づく受信側条件は、「メッセージ
にファイルが添付されている場合、間接送信する」、「メッセージにＪＰＥＧ形式のファ
イルが添付されている場合、直接送信する」、「メッセージにＭＰＥＧ形式のファイルが
添付されている場合、間接送信する」のように設定できる。
【００２８】
　メッセージの優先順位や重要度に基づく受信側条件は、優先順位や重要度を示す制御デ
ータが、例えば「高、中、低」の３段階であるとき、「優先順位が“高”の場合、直接送
信する」、「重要度が“中”以下の場合、間接送信する」のように設定できる。このよう
に、決定条件は、優先順位や重要度を指定して設定してもよく、優先順位や重要度の閾値
を指定して設定してもよい。文字列に基づく受信側条件は、「件名又は本文に“至急”又
は“緊急”の文字列が含まれている場合、直接送信する」、「件名又は本文に“重要”の
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文字列が含まれている場合、間接送信する」のように設定できる。このように、決定条件
は、件名（ｓｕｂｊｅｃｔ）や本文など、文字列を含む部分を指定して設定できる。
【００２９】
　決定条件は、基本項目の中から、複数の項目を組み合わせて設定してもよい。例えば、
受信側条件は、「送信元アドレスに“＠ａｂｃ．ｘｙｚ．ｃｏｍ”が含まれており、優先
順位が“高”の場合、直接送信する」のように複数の項目を組み合わせて設定できる。更
に、決定条件は、基本項目に、他の項目（以下「追加項目」という）を組み合わせて設定
してもよい。追加項目としては、メッセージの容量などを用いることができる。例えば、
受信側条件は、「送信元アドレスに“＠ａｂｃ．ｘｙｚ．ｃｏｍ”が含まれており、メッ
セージの容量が１ｋバイトを越える場合、間接送信する」のように基本項目と追加項目を
組み合わせて設定できる。
【００３０】
　尚、１つの端末装置が複数の受信側条件を設定することもできる。この場合、受信側条
件には、その受信側条件を送信方式の決定に使用する優先順位が付与される。例えば、優
先順位の高い順番に、受信側条件に番号を付与することができる。
【００３１】
　端末情報通知メッセージは端末情報を含む。端末情報通知メッセージは、端末情報とし
て、メッセージの形式、又は、メッセージに添付されるデータの形式の少なくとも１つに
関する端末装置の処理能力を含む。以下、メッセージの形式、メッセージに添付されるデ
ータの形式に関する端末装置の処理能力を「基本情報」という。処理能力は、メッセージ
の形式やデータの形式と、その形式のメッセージやデータに対して可能な処理の種類とを
組み合わせて示すことができる。処理の種類には、例えば、メッセージやデータの受信処
理、表示処理、加工処理などがある。端末情報通知メッセージは、端末情報として基本情
報以外の端末情報（以下「追加情報」という）を含んでもよい。追加情報としては、例え
ば、端末装置が受信処理可能なメッセージの容量、端末装置が表示処理可能なメッセージ
の容量などがある。表示処理可能な容量は、例えば、表示可能な画面サイズにより決定す
ることができる。
【００３２】
　制御用メッセージの送信先アドレスには、メッセージ制御装置２０が設定される。本実
施形態では、条件通知メッセージや参照メッセージの送信先アドレスには、メッセージ制
御装置２０が受信側条件の通知や問い合わせを受け付ける「ｓｙｓｔｅｍ＠受信者ドメイ
ン」を用いる。端末情報通知メッセージの送信先アドレスには、メッセージ制御装置２０
が端末情報を受け付ける「ｓｙｓｔｅｍ＠メッセージ制御装置ドメイン」を用いる。
【００３３】
　制御用メッセージの本文に、受信側条件や端末情報が設定される。条件通知メッセージ
の本文には、受信側条件が「送信方式、決定条件」の順番で設定される。決定条件が基本
項目だけで設定される場合には、「送信元アドレス、メッセージの形式、メッセージに添
付されるデータの有無又はそのデータの形式、メッセージの優先順位、メッセージの重要
度、メッセージに含まれる文字列、文字列を含む部分」の順番で設定される。決定条件が
基本項目に追加項目としてメッセージの容量を組み合わせて設定される場合には、決定条
件は、「送信元アドレス、メッセージの形式、メッセージに添付されるデータの有無又は
そのデータの形式、メッセージの優先順位、メッセージの重要度、メッセージに含まれる
文字列、文字列を含む部分、メッセージの容量」の順番で設定される。
【００３４】
　更に、１つの端末装置が複数の受信側条件を通知する場合には、条件通知メッセージに
含まれる受信側条件には、その受信側条件を送信方式の決定に使用する優先順位が付与さ
れる。この場合、条件通知メッセージの本文には、受信側条件とそれを使用する優先順位
が「送信方式、決定条件、使用する優先順位」の順番で設定される。決定条件に用いない
項目には「＊」が設定される。「＊」が設定されている項目は、決定条件に用いられてい
ないため、受信側条件として考慮されない。
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【００３５】
　例えば、条件通知メッセージの本文が「直接、ａｂｃ＠ｄｏｍａｉｎ．ｃｏｍ、＊、＊
、＊、＊、＊、＊」の場合、「送信元アドレスが“ａｂｃ＠ｄｏｍａｉｎ．ｃｏｍ”の場
合、直接送信する」という受信側条件を示す。条件通知メッセージの本文が「間接、＊、
＊、ＪＰＥＧ、＊、＊、＊、＊」の場合、「メッセージにＪＰＥＧ形式のファイルが添付
されている場合、間接送信する」という受信側条件を示す。条件通知メッセージの本文が
「直接、＊、＊、＊、＊、＊、緊急、件名又は本文」の場合、「件名又は本文に“緊急”
の文字列が含まれている場合、直接送信する」という受信側条件を示す。条件通知メッセ
ージの本文が「直接、＊、＊、なし、高、＊、＊、＊」の場合、「添付データがなく、優
先順位が高の場合、直接送信する」という受信側条件を示す。条件通知メッセージの本文
が「間接、＊、＊、＊、中以下、＊、＊、＊、＞１ｋ」の場合、「優先順位が中以下であ
り、メッセージの容量が１ｋバイトを越える場合には、間接送信する」という受信側条件
を示す。このように、条件通知メッセージの本文に含まれる決定条件を複数の項目につい
て設定することにより、複数の項目を組み合わせた決定条件を示すことができる。
【００３６】
　又、例えば、優先順位の高い順番に昇順で、受信側条件に番号を付与し、決定条件が基
本項目のみで構成されるときに、条件通知メッセージの本文が「間接、＊、＊、ＪＰＥＧ
、＊、＊、＊、＊、１」の場合、「メッセージにＪＰＥＧ形式のファイルが添付されてい
る場合、間接送信する」という受信側条件と、その受信側条件を使用する優先順位が１番
であり、最も高いことを示す。
【００３７】
　メッセージサーバインタフェース２１、ＭＭＳリレー／サーバインタフェース２２は、
登録部２５から制御用メッセージを取得し、移動端末１０ａやＭＭＳ端末３０ａのような
端末装置に送信する。メッセージ制御装置２０が送信する制御用メッセージには参照応答
メッセージ、確認メッセージがある。参照応答メッセージは、参照メッセージに対する応
答であり、問い合わせを受けた端末装置の受信側条件やその優先順位を含む。確認メッセ
ージは、通知された受信側条件についてメッセージ制御装置２０が問い合わせるメッセー
ジである。
【００３８】
　又、メッセージサーバインタフェース２１、ＭＭＳリレー／サーバインタフェース２２
は、移動端末１０ａやＭＭＳ端末３０ａのような端末装置から、メッセージ制御装置２０
のポータルサイトへのアクセス要求、受信側条件設定ページに入力した受信側条件、端末
情報通知ページに入力した端末情報、確認結果を受信し、登録部２５に入力する。メッセ
ージサーバインタフェース２１、ＭＭＳリレー／サーバインタフェース２２は、登録部２
５から受信側条件設定ページ、端末情報通知ページ、確認ページを取得し、移動端末１０
ａやＭＭＳ端末３０ａのような端末装置に送信する。
【００３９】
　受信側条件設定ページは、端末装置が受信側条件を入力して設定し、メッセージ制御装
置２０に通知するためのページである。受信側条件設定ページは、決定条件、送信方式、
受信側条件を送信方式の決定に使用する優先順位を入力できるように構成されている。端
末情報通知ページは、端末装置が端末情報を入力してメッセージ制御装置２０に通知する
ためのページである。端末情報通知ページは、端末情報を入力できるように構成されてい
る。確認ページは、設定した受信側条件や通知した端末情報を、端末装置が確認するため
や、通知された受信側条件についてメッセージ制御装置２０が問い合わせるためのページ
である。確認ページには、端末装置から通知された受信側条件やその優先順位、端末情報
、メッセージ制御装置２０からの受信側条件についての問い合わせ事項が示される。確認
結果は、端末装置が確認ページを確認した結果である。
【００４０】
　又、ＭＭＳリレーサーバインタフェース２２は、ＭＭＳリレー／サーバ３０ｄを介して
、ＭＭＳ端末３０ａから移動端末１０ａへのメッセージを受信する。ＭＭＳリレー／サー
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バインタフェース２２は、受信したメッセージをメッセージ制御部２６に入力する。ＭＭ
Ｓリレー／サーバインタフェース２２は、受信端末である移動端末１０ａにメッセージを
送信したことを送信端末に通知する送達確認通知を、ＭＭＳ端末３０ａに送信する。ＭＭ
Ｓリレー／サーバインタフェース２２は、メッセージ制御部２６から送達確認通知を取得
し、ＭＭＳ端末３０ａへの送信の指示を受ける。ＭＭＳリレー／サーバインタフェース２
２は、メッセージ制御部２６の指示に従って、取得した送達確認通知を、ＭＭＳリレー／
サーバ３０ｄを介してＭＭＳ端末３０ａに送信する。
【００４１】
　メッセージサーバインタフェース２１は、メッセージ制御部２６又は間接送信制御部２
８から、ＭＭＳ端末３０ａから移動端末１０ａへのメッセージ、メッセージ制御装置２０
から移動端末１０ａへのメッセージを取得し、移動端末１０ａへの送信の指示を受ける。
メッセージサーバインタフェース２１は、メッセージ制御部２６又は間接送信制御部２８
の指示に従って、取得したメッセージを、メッセージサーバ１０ｄを介して移動端末１０
ａに送信する。メッセージサーバインタフェース２１は、移動端末１０ａからメッセージ
格納部２７に格納されているメッセージの要求を受信し、間接送信制御部２８に入力する
。メッセージサーバインタフェース２１は、メッセージサーバ１０ｄから、移動端末１０
ａにメッセージを送信したことを通知するメッセージ送達通知を受信する。メッセージサ
ーバインタフェース２１は、受信したメッセージ送達通知をメッセージ制御部２６に入力
する。
【００４２】
　受信側条件データベース２３は、移動端末１０ａやＭＭＳ端末３０ａのような端末装置
の受信側条件を記憶する受信側条件記憶手段である。受信側条件データベース２３は、端
末装置が受信端末になるときの受信側条件として、メッセージの送信元アドレス、メッセ
ージの形式、メッセージに添付されるデータの有無、データの形式、メッセージの優先順
位、メッセージの重要度、又は、メッセージに含まれる文字列の少なくとも１つに基づい
て設定したメッセージの受信端末への送信方式を記憶する。受信側条件データベース２３
は、端末装置のアドレスに対応付けて、決定条件、送信方式、必要に応じて受信側条件を
送信方式の決定に使用する優先順位を記憶する。
【００４３】
　端末情報データベース２４は、移動端末１０ａやＭＭＳ端末３０ａのような端末装置に
関する端末情報を記憶する端末情報記憶手段である。端末情報データベース２４は、端末
情報として少なくとも基本情報を記憶する。端末情報データベース２４は、基本情報に加
えて、追加情報を記憶してもよい。端末情報データベース２４は、端末装置のアドレスに
対応付けて端末情報を記憶する。
【００４４】
　登録部２５は、移動端末１０ａやＭＭＳ端末３０ａのような端末装置から受信側条件を
取得し、受信側条件登録手段である受信側条件データベース２３に登録する登録手段であ
る。更に、登録部２５は、端末装置から端末情報を取得し、端末情報データベース２４に
登録する。
【００４５】
　登録部２５は、メッセージサーバインタフェース２１、ＭＭＳリレー／サーバインタフ
ェース２２から、条件通知メッセージ、端末情報通知メッセージを取得する。登録部２５
は、条件通知メッセージ、端末情報通知メッセージから受信側条件、端末情報を取得する
。登録部２５は、条件通知メッセージ、端末情報通知メッセージの送信元アドレスから、
端末装置のアドレスを取得する。登録部２５は、取得した端末装置のアドレスに対応付け
て、受信側条件を受信側条件データベース２３に、端末情報を端末情報データベース２４
に登録する。このように、登録部２５は、条件通知メッセージ、端末情報通知メッセージ
により、移動端末１０ａやＭＭＳ端末３０ａのような端末装置から受信側条件や端末情報
を取得する。
【００４６】
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　又、登録部２５は、メッセージサーバインタフェース２１、ＭＭＳリレー／サーバイン
タフェース２２から、ポータルサイトへのアクセス要求を取得する。登録部２５は、ポー
タルサイトの受信側条件設定メニューを指定したアクセス要求の場合、アクセス要求をし
てきた端末装置宛の受信側条件設定ページを、ポータルサイトの端末情報通知メニューを
指定したアクセス要求の場合、アクセス要求をしてきた端末装置宛の端末情報通知ページ
を、メッセージサーバインタフェース２１、ＭＭＳリレー／サーバインタフェース２２に
入力し、端末装置への送信を指示する。
【００４７】
　そして、登録部２５は、メッセージサーバインタフェース２１、ＭＭＳリレー／サーバ
インタフェース２２から、受信側条件設定ページに入力した受信側条件又は端末情報通知
ページに入力した端末情報を取得する。登録部２５は、取得した受信側条件又は端末情報
を示し、端末装置に確認を依頼する確認ページを作成する。登録部２５は、メッセージサ
ーバインタフェース２１、ＭＭＳリレー／サーバインタフェース２２に確認ページを入力
し、端末装置への送信を指示する。
【００４８】
　登録部２５は、メッセージサーバインタフェース２１、ＭＭＳリレー／サーバインタフ
ェース２２から、確認結果を取得する。登録部２５は、受信側条件や端末情報に誤りがな
いという確認結果の場合には、端末装置のアドレスに対応付けて、確認ページに示した受
信側条件を受信側条件データベース２３に、確認ページに示した端末情報を端末情報デー
タベース２４に登録する。登録部２５は、誤りがあったため、訂正後の受信側条件や端末
情報を通知するという確認結果の場合には、端末装置のアドレスに対応付けて、訂正後の
受信側条件を受信側条件データベース２３に、訂正後の端末情報を端末情報データベース
２４に登録する。このように、登録部２５は、受信側条件設定ページ、端末情報通知ペー
ジを用いることにより、移動端末１０ａやＭＭＳ端末３０ａのような端末装置から受信側
条件や端末情報を取得してもよい。
【００４９】
　尚、登録部２５は、１つの端末装置から複数の受信側条件を取得した場合には、受信側
条件やその受信側条件を送信方式の決定に使用する優先順位が相互に矛盾しないか否かを
判断する。登録部２５は、矛盾しないときは、その端末装置のアドレスに対応付けて複数
の受信側条件と、その受信側条件を送信方式の決定に使用する優先順位を受信側条件デー
タベース２３に登録する。矛盾するときは、複数の条件通知メッセージにより複数の受信
側条件を取得した場合には、登録部２５は、通知された受信側条件やその優先順位が矛盾
するため、いずれの条件や優先順位が正しいかを問い合わせる確認メッセージを作成して
、メッセージサーバインタフェース２１、ＭＭＳリレー／サーバインタフェース２２に入
力し、端末装置への送信を指示する。又、受信側条件設定ページを用いることにより、複
数の受信側条件を取得した場合には、登録部２５は、通知された受信側条件やその優先順
位が矛盾するため、いずれの条件や優先順位が正しいかを問い合わせる確認ページを作成
して、メッセージサーバインタフェース２１、ＭＭＳリレー／サーバインタフェース２２
に入力し、端末装置への送信を指示する。そして、登録部２５は、確認メッセージに対す
る応答や確認ページに対する確認結果に基づいて、正しい受信側条件やその優先順位を受
信側条件データベース２３に登録する。
【００５０】
　登録部２５は、既に受信側条件や端末情報が登録されている端末装置について、新たに
受信側条件やその優先順位、端末情報を取得した場合には、受信側条件データベース２３
や端末情報データベース２４に、新たに取得した受信側条件やその優先順位、端末情報を
登録して、更新する。
【００５１】
　又、登録部２５は、メッセージサーバインタフェース２１、ＭＭＳリレー／サーバイン
タフェース２２から、参照メッセージを取得する。登録部２５は、参照メッセージの送信
元アドレスに基づいて、受信側条件データベース２３を検索し、問い合わせをしてきた端
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末装置の受信側条件やその優先順位を取得する。登録部２５は、取得した受信側条件やそ
の優先順位を含む問い合わせをしてきた端末装置宛の参照応答メッセージを作成し、メッ
セージサーバインタフェース２１、ＭＭＳリレー／サーバインタフェース２２に入力し、
端末装置への送信を指示する。このようにして、登録部２５は、受信側条件データベース
２３が記憶する受信側条件やその優先順位を、移動端末１０ａやＭＭＳ端末３０ａのよう
な端末装置に通知する。そのため、移動端末１０ａやＭＭＳ端末３０ａは、メッセージ制
御装置２０に登録されている受信側条件やその優先順位を参照できる。
【００５２】
　メッセージ制御部２６は、メッセージの送信方式を決定し、その決定結果に従ってメッ
セージの送信を制御する送信制御手段である。メッセージ制御部２６は、受信側条件に基
づいてメッセージの送信方式を決定する。あるいは、メッセージ制御部２６は、端末情報
に基づいてメッセージの送信方式を決定する。
【００５３】
　メッセージ制御部２６は、ＭＭＳリレー／サーバインタフェース２２から、ＭＭＳ端末
３０ａから移動端末１０ａへのメッセージを取得する。受信側条件に基づいてメッセージ
の移動端末１０ａへの送信方式を決定する場合、メッセージ制御部２６は、取得したメッ
セージの送信先アドレスに基づいて、受信側条件データベース２３を検索し、その移動端
末１０ａが受信端末になるときの受信側条件を取得する。
【００５４】
　メッセージ制御部２６は、受信側条件が１つの場合、その受信側条件に含まれる決定条
件とメッセージとを比較する。メッセージ制御部２６は、メッセージが決定条件に合致す
る場合、受信側条件に含まれる送信方式を、そのメッセージの移動端末１０ａへの送信方
式に決定する。メッセージ制御部２６は、メッセージが決定条件に合致しない場合には、
合致する場合に指定されている送信方式以外の送信方式を、そのメッセージの移動端末１
０ａへの送信方式に決定する。即ち、メッセージ制御部２６は、指定されている送信方式
が直接送信の場合には間接送信に決定し、指定されている送信方式が間接送信の場合には
直接送信に決定する。
【００５５】
　例えば、受信側条件が「件名又は本文に“緊急”の文字列が含まれている場合、直接送
信する」であるとき、メッセージ制御部２６は、件名又は本文に“緊急”の文字列が含ま
れており、メッセージが決定条件に合致する場合は直接送信に決定する。一方、メッセー
ジ制御部２６は、件名又は本文に“緊急”の文字列が含まれておらず、メッセージが決定
条件に合致しない場合は間接送信に決定する。
【００５６】
　又、メッセージ制御部２６は、受信側条件が複数ある場合、送信方式の決定に使用する
優先順位が最も高い受信側条件に含まれる決定条件と、メッセージとを比較する。メッセ
ージ制御部２６は、メッセージが優先順位が最も高い受信側条件の決定条件に合致する場
合、その受信側条件に含まれる送信方式を、そのメッセージの移動端末１０ａへの送信方
式に決定する。メッセージ制御部２６は、メッセージが優先順位が最も高い受信側条件の
決定条件に合致しない場合、次に優先順位が高い受信側条件の決定条件とメッセージとを
比較する。このようにメッセージ制御部２６は、受信側条件の優先順位の順番に、受信側
条件に含まれる決定条件とメッセージとの比較を行う。そして、メッセージ制御部２６は
、メッセージが決定条件と合致した時点で、その受信側条件に含まれる送信方式を、その
メッセージの移動端末１０ａへの送信方式に決定する。メッセージ制御部２６は、メッセ
ージが優先順位が最も低い受信側条件の決定条件とも合致しない場合、優先順位が最も高
い受信側条件の決定条件に合致する場合に指定されている送信方式以外の送信方式を、そ
のメッセージの移動端末１０ａへの送信方式に決定する。尚、メッセージ制御部２６は、
メッセージがいずれの決定条件とも合致しない場合には、予め定められたデフォルトの送
信方式に決定するようにしてもよい。
【００５７】
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　又、メッセージ制御部２６は、端末情報に基づいて送信方式を決定するための端末情報
条件を記憶する。メッセージ制御部２６は、予め設定された端末情報条件を記憶してもよ
く、メッセージ制御部２６自身が端末情報条件を設定し、記憶してもよい。端末情報条件
も、送信方式を決定する決定条件と、決定条件に合致する場合に指定する送信方式を含む
。決定条件は、基本情報を用いて設定される。決定条件は、基本情報に加えて追加情報を
用いて設定されてもよい。
【００５８】
　端末情報条件として、基本情報に基づいて受信端末が受信端末宛のメッセージの形式、
メッセージに添付されるデータの形式を処理可能か否かを判断した判断結果が、処理可能
な場合と処理不可能な場合の送信方式を設定できる。尚、処理不可能とは、可能な処理の
種類が１つもないことをいう。例えば、端末情報条件は、「基本情報に基づく判断結果が
処理不可能な場合、間接送信する」、「基本情報に基づく判断結果が処理可能な場合、直
接送信する」のように設定できる。
【００５９】
　又、端末情報条件として、受信端末が可能な処理の種類を用いて送信方式を設定しても
よい。例えば、端末情報条件は、「受信端末宛のメッセージにＪＰＥＧ形式のファイルが
添付されている場合に、受信端末がＪＰＥＧ形式のファイルの受信処理、表示処理、加工
処理全て可能であれば、直接送信する」、「受信端末宛のメッセージにＪＰＥＧ形式のフ
ァイルが添付されている場合に、受信端末がＪＰＥＧ形式のファイルの受信処理のみ可能
であれば、間接送信する」のように設定できる。
【００６０】
　更に、端末情報条件として、基本情報に基づく判断結果や可能な処理の種類と、追加情
報とを用いて送信方式を設定してもよい。例えば、端末情報条件は、「基本情報に基づく
判断結果が処理可能であり、かつ、追加情報に基づいて受信端末が受信端末宛のメッセー
ジを処理可能か否かを判断した判断結果が処理可能な場合、直接送信する」、「受信端末
が“ｍｕｌｔｉｐａｒｔ／ｍｉｘｅｄ”形式のメッセージの受信処理が可能であり、かつ
、受信端末が受信処理可能なメッセージの容量が１ｋバイト以下の場合、間接送信する」
のように設定できる。このように、端末情報条件として、受信端末宛のメッセージを考慮
しない条件を設定してもよい。
【００６１】
　端末情報に基づいてメッセージの移動端末１０ａへの送信方式を決定する場合、メッセ
ージ制御部２６は、取得したメッセージの送信先アドレスに基づいて、端末情報データベ
ース２４を検索し、移動端末１０ａの端末情報を取得する。メッセージ制御部２６は、端
末情報条件が受信端末宛のメッセージを考慮しない場合には、端末情報条件に含まれる決
定条件と、取得した端末情報とを比較する。メッセージ制御部２６は、取得した端末情報
が決定条件に合致する場合、端末情報条件に含まれる送信方式を、その移動端末１０ａ宛
のメッセージの送信方式に決定する。
【００６２】
　メッセージ制御部２６は、端末情報条件が受信端末宛のメッセージを考慮する場合には
、取得した端末情報と、取得したメッセージとを比較し、移動端末１０ａが、取得したメ
ッセージやメッセージに添付されるデータを処理可能か否かや、移動端末１０ａが、取得
したメッセージやメッセージに添付されるデータに対して可能な処理の種類について判断
する。そして、メッセージ制御部２６は、判断結果と端末情報条件に含まれる決定条件と
を比較する。メッセージ制御部２６は、判断結果が決定条件に合致する場合、端末情報条
件に含まれる送信方式を、そのメッセージの移動端末１０ａへの送信方式に決定する。
【００６３】
　尚、メッセージ制御装置２０に、受信側条件、端末情報のいずれを用いて送信方式を決
定するかを設定しておくことができる。又、送信端末が、送信方式の決定に受信側条件と
端末情報のいずれを使用するかを指定して、メッセージを送信することもできる。メッセ
ージ制御部２６は、設定や指定に従って、受信側条件、端末情報のいずれかを用いて送信
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方式を決定する。又、メッセージ制御装置２０は、一つの端末装置について、受信側条件
又は端末情報のいずれか一方だけを記憶するようにしてもよい。そして、メッセージ制御
部２６は、メッセージの送信先アドレスに基づいて、受信側条件データベース２３、端末
情報データベース２４を検索し、受信側条件が登録されている場合には、受信側条件を用
い、端末情報が登録されている場合には、端末情報を用いて送信方式を決定してもよい。
又、メッセージ制御部２６は、受信側条件、端末情報のいずれも登録されていない場合に
は、予め定められたデフォルトの送信方式に決定することができる。
【００６４】
　メッセージ制御部２６は、決定した送信方式が直接送信の場合、ＭＭＳリレー／サーバ
インタフェース２２から取得した移動端末１０ａ宛のメッセージを、メッセージサーバイ
ンタフェース２１に入力し、移動端末１０ａへの送信を指示する。その結果、メッセージ
は移動端末１０ａに直接送信される。
【００６５】
　メッセージ制御部２６は、決定した送信方式が間接送信の場合、ＭＭＳリレー／サーバ
インタフェース２２から取得した移動端末１０ａ宛のメッセージを、格納先を示すアドレ
スに対応付けてメッセージ格納部２７に格納する。メッセージ格納部２７は、格納先を示
すアドレスに対応付けて、メッセージを保持する。格納先を示すアドレスとしては、ＵＲ
Ｌ（Uniform　Resource　Locator）アドレスを用いることができる。そして、メッセージ
制御部２６は、格納先を移動端末１０ａに通知し、メッセージを格納したことを通知する
。具体的には、メッセージ制御部２６は、メッセージを格納したＵＲＬアドレスを移動端
末１０ａに通知するＵＲＬ通知メッセージを作成する。メッセージ制御部２６は、作成し
たＵＲＬ通知メッセージをメッセージサーバインタフェース２１に入力し、移動端末１０
ａへの送信を指示する。これらの処理の結果、移動端末１０ａは格納先を把握してメッセ
ージを要求することができ、メッセージ制御装置２０から格納したメッセージが送信され
、メッセージは移動端末１０ａに間接送信される。
【００６６】
　このようにして、メッセージ制御部２６は、決定したメッセージの移動端末１０ａへの
送信方式に従ってメッセージの送信を制御する。尚、メッセージ制御部２６は、端末情報
データベース２４から移動端末１０ａの端末情報を取得し、取得した端末情報に基づいて
、移動端末１０ａが処理できるようにメッセージを変換してから、メッセージサーバイン
タフェース２１に入力したり、メッセージ格納部２７に格納したりしてもよい。例えば、
メッセージ制御部２６は、メッセージの形式やメッセージに添付されているデータの形式
を移動端末１０ａが処理可能な形式に変換したり、メッセージを移動端末１０ａが受信処
理や表示処理が可能な容量に変換したりできる。
【００６７】
　間接送信制御部２８は、メッセージ格納部２７に格納されているメッセージの送信を制
御する。間接送信制御部２８は、受信端末からメッセージの要求を受けると、格納されて
いるメッセージを受信端末に送信するように制御する。間接送信制御部２８は、メッセー
ジサーバインタフェース２１から、移動端末１０ａからのメッセージ格納部２７に格納さ
れているメッセージの要求を取得する。具体的には、間接送信制御部２８は、ＵＲＬ閲覧
要求を取得する。ＵＲＬ閲覧要求は、ＵＲＬアドレスに対応付けられて格納されているメ
ッセージを要求するものであり、メッセージの格納先を示すＵＲＬアドレスを含む。間接
送信制御部２８は、ＵＲＬ閲覧要求に含まれるＵＲＬアドレスに基づいて、メッセージ格
納部２７を検索し、移動端末１０ａ宛のメッセージを取得する。そして、間接送信制御部
２８は、取得した移動端末１０ａ宛のメッセージを、メッセージサーバインタフェース２
１に入力し、移動端末１０ａへの送信を指示する。更に、間接送信制御部２８は、メッセ
ージ制御部２６に移動端末１０ａにメッセージを送信したことを通知する。
【００６８】
　直接送信の場合、メッセージ制御部２６は、メッセージサーバインタフェース２１から
メッセージ送達通知を取得する。間接送信の場合、メッセージ制御部２６は、間接送信制
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御部２８から、移動端末１０ａにメッセージを送信したことの通知を受ける。このように
、メッセージ制御装置２０がメッセージ送達通知を受信したときや、メッセージ格納部２
７に格納したメッセージを移動端末１０ａに送信したとき、メッセージ制御部２６は、Ｍ
ＭＳ端末３０ａへの送達確認通知を作成する。メッセージ制御部２６は、作成した送達確
認通知をＭＭＳリレー／サーバインタフェース２２に入力し、ＭＭＳ端末３０ａへの送信
を指示する。尚、移動端末１０ａからＭＭＳ端末３０ａにメッセージを送信する場合にも
、処理の方向が移動端末１０ａからＭＭＳ端末３０ａになる以外は、同様の処理が行われ
る。
【００６９】
　次に、端末装置について移動端末１０ａを例にとって説明する。移動端末１０ａは、図
３に示すように、通信部１１と、制御部１２と、記憶部１３と、入力部１４と、表示部１
５とを備える。尚、ＭＭＳ端末３０ａも移動端末１０ａと同様の構成を備える。
【００７０】
　通信部１１は、無線基地局１０ｂを介して移動通信網１０ｃに接続し、メッセージサー
バ１０ｄとメッセージなどを送受信する。そして、通信部１１は、メッセージサーバ１０
ｄを介して、ＭＭＳ端末３０ａやメッセージ制御装置２０とメッセージなどを送受信する
。具体的には、通信部１１は、移動端末やＭＭＳ端末３０ａのような他の端末装置とメッ
セージを送受信する。通信部１１は、制御部１２から他の端末装置へのメッセージを取得
して送信する。通信部１１は、直接送信又は間接送信によりメッセージ制御装置２０から
送信される他の端末装置からのメッセージを受信し、制御部１２に入力する。又、通信部
１１は、制御部１２から、条件通知メッセージ、端末情報通知メッセージ、参照メッセー
ジを取得し、メッセージ制御装置２０に送信する。通信部１１は、メッセージ制御装置２
０から、参照応答メッセージ、確認メッセージを受信し、制御部１２に入力する。
【００７１】
　更に、通信部１１は、制御部１２から、ポータルサイトへのアクセス要求、受信側条件
設定ページに入力した受信側条件、端末情報通知ページに入力した端末情報、確認結果を
取得し、メッセージ制御装置２０に送信する。通信部１１は、メッセージ制御装置２０か
ら、受信側条件設定ページ、端末情報通知ページ、確認ページを受信し、制御部１２に入
力する。又、通信部１１は、制御部１２からＵＲＬ閲覧要求を取得し、メッセージ制御装
置２０に送信する。
【００７２】
　記憶部１３は、移動端末１０ａの受信側条件、端末情報、移動端末１０ａのアドレスな
どを記憶する。入力部１４は、移動端末１０ａのユーザからの入力内容を取得し、制御部
１２に入力する。ユーザは、入力部１４を用いて受信側条件、端末情報、移動端末１０ａ
に対する指示などを移動端末１０ａに入力する。入力部１４は、キーやマイクなどを用い
ることができる。表示部１５は、メッセージ、各種ページ、入力部１４からの入力内容、
記憶部１３に記憶された情報などを表示する。表示部１５は、ディスプレイなどを用いる
ことができる。
【００７３】
　制御部１２は、移動端末１０ａを制御する。制御部１２は、端末装置が受信端末になる
ときの受信側条件として、メッセージの送信元アドレス、メッセージの形式、メッセージ
に添付されるデータの有無、そのデータの形式、メッセージの優先順位、メッセージの重
要度、又は、メッセージに含まれる文字列の少なくとも１つに基づいて設定したメッセー
ジの受信端末への送信方式を、メッセージ制御装置２０に通知する通知手段である。更に
、制御部１２は、端末情報もメッセージ制御装置２０に通知する。
【００７４】
　制御部１２は、制御用メッセージを用いて通知する場合には、条件通知メッセージ、端
末情報通知メッセージを作成する。制御部１２は、入力部１４から、ユーザが入力した受
信側条件を取得する。制御部１２は、取得した受信側条件を含む条件通知メッセージを作
成する。制御部１２は、記憶部１３から、移動端末１０ａのアドレスと、端末情報として
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少なくとも基本情報を取得する。制御部１２は、取得した端末情報を含む端末情報通知メ
ッセージを作成する。制御部１２は、条件通知メッセージ、端末情報通知メッセージの送
信先アドレスにメッセージ制御装置２０のアドレスを、送信元アドレスに移動端末１０ａ
のアドレスを設定する。メッセージ制御装置２０のアドレスは、通知する内容によって選
択する。制御部１２は、作成した条件通知メッセージ、端末情報通知メッセージを、通信
部１１に入力し、メッセージ制御装置２０への送信を指示する。このようにして、制御部
１２は、メッセージ制御装置２０に、受信側条件、端末情報を通知する。更に、制御部１
２は、入力部１４から取得した受信側条件を記憶部１３に格納する。
【００７５】
　制御部１２は、受信側条件設定ページ、端末情報通知ページを用いて通知する場合には
、ブラウザを起動してメッセージ制御装置２０のポータルサイトにアクセスする。具体的
には、制御部１２は、ポータルサイトの受信側条件設定メニュー又は端末情報通知メニュ
ーのいずれかを指定したポータルサイトへのアクセス要求を通信部１１に入力し、メッセ
ージ制御装置２０への送信を指示する。そして、アクセス要求に対する応答として、メッ
セージ制御装置２０が受信側条件設定ページ、又は、端末情報通知ページを送信する。
【００７６】
　制御部１２は、受信側条件設定ページ、又は、端末情報通知ページを通信部１１から取
得し、表示部１５に入力する。ユーザは、表示部１５に表示された受信側条件設定ページ
に、入力部１４から受信側条件を入力する。ユーザは、表示部１５に表示された端末情報
ページに、入力部１４から端末情報として少なくとも基本情報を入力する。制御部１２は
、入力部１４から、ユーザが受信側条件設定ページに入力した受信側条件や、端末情報ペ
ージに入力した端末情報を取得して通信部１１に入力し、メッセージ制御装置２０への送
信を指示する。
【００７７】
　その後、メッセージ制御装置２０が確認ページを送信する。制御部１２は、確認ページ
を通信部１１から取得し、表示部１５に入力する。ユーザは、表示部１５に表示された確
認ページに示される受信側条件や端末情報を確認し、確認結果を入力部１４から入力する
。制御部１２は、入力部１４から確認結果を取得する。制御部１２は、例えば、受信側条
件、端末情報に誤りがないという確認結果や、誤りがあったため、訂正後の受信側条件、
端末情報を通知するという確認結果などを取得する。制御部１２は、取得した確認結果を
通信部１１に入力し、メッセージ制御装置２０への送信を指示する。このようにして、制
御部１２は、メッセージ制御装置２０に、受信側条件、端末情報を通知する。更に、制御
部１２は、メッセージ制御装置２０に通知した受信側条件、端末情報を記憶部１３に格納
する。
【００７８】
　尚、移動端末１０ａは、複数の受信側条件をメッセージ制御装置２０に登録したい場合
には、複数の条件通知メッセージを送信したり、受信側条件設定ページに複数の受信側条
件を入力したりする。条件通知メッセージを送信する場合、ユーザは、受信側条件、その
受信側条件を送信方式の決定に使用する優先順位を、入力部１４から入力する。そして、
制御部１２は、入力部１４から、ユーザが入力した受信側条件、その優先順位を取得する
。制御部１２は、優先順位を受信側条件に付与し、優先順位が付与された受信側条件を含
む条件通知メッセージを作成する。
【００７９】
　又、受信側条件設定ページに入力する場合、ユーザは、表示部１５に表示された受信側
条件設定ページに、入力部１４から、受信側条件、その受信側条件を送信方式の決定に使
用する優先順位を入力する。そして、制御部１２は、入力部１４から、ユーザが受信側条
件設定ページに入力した受信側条件、その優先順位を取得して通信部１１に入力し、メッ
セージ制御装置２０への送信を指示する。
【００８０】
　このとき、メッセージ制御装置２０から、通知された受信側条件やその優先順位が矛盾
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するため、いずれの条件や優先順位が正しいかを問い合わせる確認メッセージや確認ペー
ジが送信される場合がある。この場合、ユーザは、確認メッセージや確認ページに示され
る受信側条件やその優先順位の中から、正しい受信側条件や優先順位を選択し、確認結果
として入力部１４から入力する。制御部１２は、その確認結果を通信部１１に入力し、メ
ッセージ制御装置２０への送信を指示する。更に、制御部１２は、メッセージ制御装置２
０に通知した受信側条件とその優先順位を記憶部１３に格納する。
【００８１】
　又、移動端末１０ａは、受信側条件と端末情報の両方をメッセージ制御装置２０に通知
してもよく、いずれか一方を通知してもよい。又、移動端末１０ａは、受信側条件に基づ
くメッセージ送信の制御も、端末情報に基づくメッセージ送信の制御も希望しない場合に
は、受信側条件、端末情報どちらも通知しなくてもよい。
【００８２】
　更に、制御部１２は、参照メッセージを作成し、移動端末１０ａのアドレスを送信元ア
ドレスに設定して通信部１１に入力し、メッセージ制御装置２０への送信を指示する。そ
して、参照メッセージに対する応答として、メッセージ制御装置２０が参照応答メッセー
ジを送信する。制御部１２は、参照応答メッセージを通信部１１から取得し、参照応答メ
ッセージに含まれる受信側条件を表示部１５に入力する。ユーザは、表示部１５に表示さ
れた受信側条件を確認することにより、メッセージ制御装置２０に登録されている受信側
条件を確認できる。このようして、移動端末１０ａは、メッセージ制御装置２０に登録さ
れている受信側条件を参照できる。
【００８３】
　又、制御部１２は、通信部１１から、メッセージ制御装置２０からのＵＲＬ通知メッセ
ージを取得する。制御部１２は、ＵＲＬ閲覧操作を行う。ＵＲＬ閲覧操作とは、取得した
ＵＲＬ通知メッセージに含まれるＵＲＬアドレスを表示部１５に表示させたり、ウェブブ
ラウザを起動したりして、ＵＲＬアドレスに格納されているメッセージを要求し、受信し
て表示するための処理をいう。そして、制御部１２は、ＵＲＬ閲覧要求を作成して通信部
１１に入力し、メッセージ制御装置２０への送信を指示する。制御部１２は、ＭＭＳ端末
３０ａのような他の端末装置からのメッセージを通信部１１から取得する。制御部１２は
、取得したメッセージを表示部１５に入力する。又、制御部１２は、取得したメッセージ
を記憶部１３に格納する。
【００８４】
〔メッセージ送信制御方法〕
　まず、メッセージ送信制御方法における受信側条件、端末情報の通知、登録の手順につ
いて、移動端末１０ａが受信側条件を通知し、メッセージ制御装置２０が登録する場合を
例にとって説明する。図４に、条件通知メッセージを用いる場合を示す。まず、移動端末
１０ａが、メッセージサーバ１０ｄに、メッセージ制御装置２０への条件通知メッセージ
を送信する（Ｓ１０１）。条件通知メッセージには、受信側条件、必要に応じてその優先
順位が含まれる。メッセージサーバ１０ｄは、移動端末１０ａに、条件通知メッセージを
受信したことを通知する（Ｓ１０２）。条件通知メッセージは、メッセージサーバ１０ｄ
に一度蓄積される（Ｓ１０３）。その後、メッセージサーバ１０ｄは、メッセージ制御装
置２０に、条件通知メッセージを送信する（Ｓ１０４）。メッセージ制御装置２０は、メ
ッセージサーバ１０ｄに、条件通知メッセージを受信したことを通知する（Ｓ１０５）。
メッセージ制御装置２０は、受信した条件通知メッセージに含まれる受信側条件やその優
先順位を受信側条件データベース２３に登録する（Ｓ１０６）。尚、端末情報の通知、登
録の場合、条件通知メッセージに替えて、端末情報通知メッセージが送受信される。そし
て、メッセージ制御装置２０が、受信した端末情報通知メッセージに含まれる端末情報を
端末情報データベース２４に登録する。
【００８５】
　図５に、受信側条件設定ページを用いる場合を示す。まず、移動端末１０ａが、メッセ
ージ制御装置２０のポータルサイトにアクセスする（Ｓ２０１）。メッセージ制御装置２
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０は、受信側条件設定ページを移動端末１０ａに送信する（Ｓ２０２）。移動端末１０ａ
は、受信側条件設定ページに、受信側条件、必要に応じて受信側条件の優先順位を入力し
て、メッセージ制御装置２０に送信する（Ｓ２０３）。メッセージ制御装置２０は、受信
した受信側条件、その優先順位を用いて確認ページを作成し、移動端末１０ａに送信する
（Ｓ２０４）。移動端末１０ａは、確認ページに示される受信側条件、その優先順位を確
認し、確認結果をメッセージ制御装置２０に送信する（Ｓ２０５）。
【００８６】
　メッセージ制御装置２０は、誤りがないという確認結果の場合には、移動端末１０ａの
アドレスに対応付けて確認ページに示した受信側条件やその優先順位を、受信側条件デー
タベース２３に登録する。メッセージ制御装置２０は、誤りがあったため、訂正後の受信
側条件や優先順位を通知するという確認結果の場合には、移動端末１０ａのアドレスに対
応付けて、訂正後の受信側条件や優先順位を受信側条件データベース２３に登録する（Ｓ
２０６）。尚、端末情報の通知、登録の場合、メッセージ制御装置２０は、受信側条件設
定ページに替えて、端末情報通知ページを送信し、移動端末１０ａは、受信側条件を送信
する。そして、メッセージ制御装置２０が、受信した端末情報を端末情報データベース２
４に登録する。
【００８７】
　次に、受信側条件、端末情報の登録後に行われるメッセージ送信制御方法におけるメッ
セージ送受信の手順について説明する。図６に示すように、まず、ＭＭＳ端末３０ａが、
ＭＭＳリレー／サーバ３０ｄに、移動端末１０ａへのメッセージの送信を要求する送信要
求（MM1_ M_submit.REQ）を送信する（Ｓ３０１）。送信要求には移動端末１０ａ宛のメ
ッセージが含まれる。メッセージは、ＭＭＳリレー／サーバ３０ｄに一度蓄積される（Ｓ
３０２）。ＭＭＳリレー／サーバ３０ｄは、ＭＭＳ端末３０ａに、送信要求を受信したこ
とを通知する送信応答（MM1_M_submit.RES）を送信する（Ｓ３０３）。
【００８８】
　ＭＭＳリレー／サーバ３０ｄは、メッセージ制御装置２０に、メッセージの移動端末１
０ａへの転送を要求する転送要求（MM4_Forward.REQ）を送信する（Ｓ３０４）。転送要
求には移動端末１０ａ宛のメッセージが含まれる。メッセージ制御装置２０は、転送要求
を受信したことをＭＭＳリレー／サーバ３０ｄに通知する（Ｓ３０５）。更に、メッセー
ジ制御装置２０は、メッセージを受信し、転送を了承したことを通知する転送応答（MM4_
Forward.RES）をＭＭＳリレー／サーバ３０ｄに送信する（Ｓ３０６）。ＭＭＳリレー／
サーバ３０ｄは、転送応答を受信したことをメッセージ制御装置２０に通知する（Ｓ３０
７）。
【００８９】
　メッセージ制御装置２０は、受信側条件、又は、端末情報に基づいて、受信したメッセ
ージの移動端末１０ａへの送信方式を決定する（Ｓ３０８）。尚、メッセージ制御装置２
０は、端末情報に基づいて決定する場合は、少なくとも基本情報を用いる。メッセージ制
御装置２０は、決定した送信方式が直接送信の場合には、移動端末１０ａ宛のメッセージ
をメッセージサーバ１０ｄに送信する。これにより、メッセージ制御装置２０は、移動端
末１０ａ宛のメッセージが届いていることをメッセージサーバ１０ｄに通知する着信通知
を行う（Ｓ３０９）。メッセージサーバ１０ｄは、メッセージを受信したことをメッセー
ジ制御装置２０に通知する（Ｓ３１０）。移動端末１０ａ宛のメッセージは、メッセージ
サーバ１０ｄに一度蓄積される（Ｓ３１１）。
【００９０】
　メッセージサーバ１０ｄは、移動端末１０ａに、メッセージが届いていることを知らせ
る着信通知（Message　Notification）を送信する（Ｓ３１２）。着信通知を受信した移
動端末１０ａは、メッセージを要求するメッセージ受信要求（HTTP　GET）を、メッセー
ジサーバ１０ｄに送信する（Ｓ３１３）。そして、メッセージサーバ１０ｄは、ＭＭＳ端
末３０ａから移動端末１０ａへのメッセージを移動端末１０ａに送信する（Ｓ３１４）。
以上のようにして、メッセージは移動端末１０ａに直接送信される。
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【００９１】
　メッセージサーバ１０ｄは、メッセージ送達通知をメッセージ制御装置２０に送信する
（Ｓ３１５）。メッセージ制御装置２０は、メッセージ送達通知を受信したことをメッセ
ージサーバ１０ｄに通知する（Ｓ３１６）。メッセージ送達通知を受信したメッセージ制
御装置２０は、ＭＭＳリレー／サーバ３０ｄに、送達確認通知（MM4_delivery_report.RE
Q）を送信する（Ｓ３１７）。ＭＭＳリレー／サーバ３０ｄは、送達確認通知を受信した
ことを通知する送達確認通知応答（MM4_delivery_report.RES）をメッセージ制御装置２
０に送信する（Ｓ３１８）。そして、ＭＭＳリレー／サーバ３０ｄが、送達確認通知（MM
1_delivery_report.REQ）を、ＭＭＳ端末３０ａに送信する（Ｓ３１９）。尚、送達確認
通知に関するステップ（Ｓ３１７）～（Ｓ３１９）の処理は、ステップ（Ｓ３１６）の終
了時に限定されず、メッセージ制御装置２０によるメッセージの送信終了時であるステッ
プ（Ｓ３１０）の後であっても構わない。送達確認通知に関する処理を行うタイミングは
、インプリメンテーション次第である。
【００９２】
　一方、ステップ（Ｓ３０８）において決定した送信方式が間接送信の場合には、メッセ
ージ制御装置２０は、移動端末１０ａ宛のメッセージを、ＵＲＬアドレスに対応付けてメ
ッセージ格納部２７に格納する（Ｓ３２０）。間接送信の場合の処理について、ステップ
（Ｓ３２０）以降の処理を図７に示す。
【００９３】
　メッセージを格納した後（Ｓ３２０）、メッセージ制御装置２０は、メッセージの格納
先を示すＵＲＬアドレスを含むＵＲＬ通知メッセージをメッセージサーバ１０ｄに送信し
て、着信通知を行う（Ｓ３２１）。メッセージサーバ１０ｄは、ＵＲＬ通知メッセージを
受信したことをメッセージ制御装置２０に通知する（Ｓ３２２）。ＵＲＬ通知メッセージ
は、メッセージサーバ１０ｄに一度蓄積される（Ｓ３２３）。そして、メッセージサーバ
１０ｄが着信通知（Message　Notification）を移動端末１０ａに送信し（Ｓ３２４）、
移動端末１０ａがメッセージ受信要求（HTTP　GET）をメッセージサーバ１０ｄに送信す
る（Ｓ３２５）。メッセージサーバ１０ｄは、ＵＲＬ通知メッセージを移動端末１０ａに
送信する（Ｓ３２６）。
【００９４】
　ＵＲＬ通知メッセージを受信した移動端末１０ａはＵＲＬ閲覧操作を行う（Ｓ３２７）
。移動端末１０ａは、ＵＲＬ閲覧要求（HTTP　GET）をメッセージ制御装置２０に送信す
る（Ｓ３２８）。メッセージ制御装置２０は、受信したＵＲＬ閲覧要求に基づいて、メッ
セージ格納部２７から該当するメッセージを取得する。メッセージ制御装置２０は、取得
した移動端末１０ａ宛のメッセージを、メッセージサーバ１０ｄを介して移動端末１０ａ
に送信する（Ｓ３２９）。以上のようにして、メッセージは移動端末１０ａに間接送信さ
れる。
【００９５】
　ＵＲＬ閲覧要求に応じてメッセージを送信したメッセージ制御装置２０は、ＭＭＳリレ
ー／サーバ３０ｄに、送達確認通知（MM4_delivery_report.REQ）を送信する（Ｓ３３０
）。そして、図６に示したステップ（Ｓ３１８）、（Ｓ３１９）と同様のステップ（Ｓ３
３１）、（Ｓ３３２）が行われる。尚、移動端末１０ａからＭＭＳ端末３０ａにメッセー
ジを送信する場合にも、処理の方向が移動端末１０ａからＭＭＳ端末３０ａになる以外は
、図６、図７と同様の処理が行われる。
【００９６】
〔効果〕
　このような通信システム１、メッセージ制御装置２０、メッセージ送信制御方法によれ
ば、メッセージ制御装置２０は、移動端末１０ａやＭＭＳ端末３０ａのような端末装置が
受信端末になるときの受信側条件として、メッセージの送信元アドレスやメッセージの形
式、メッセージに添付されるデータの有無やその形式、メッセージの優先順位、メッセー
ジの重要度、メッセージに含まれる文字列に基づいて設定したメッセージの受信端末への
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送信方式を、移動端末１０ａやＭＭＳ端末３０ａから取得して、受信側条件データベース
２３に登録しておくことができる。そして、メッセージ制御装置２０は、その受信側条件
に基づいてメッセージの受信端末への送信方式を決定し、その決定結果に従ってメッセー
ジの送信を制御できる。
【００９７】
　そのため、移動端末１０ａやＭＭＳ端末３０ａは、受信端末になるときに希望する、メ
ッセージの送信元アドレスやメッセージの形式、メッセージに添付されるデータの有無や
その形式、メッセージの優先順位、メッセージの重要度、メッセージに含まれる文字列に
基づくメッセージの受信端末への送信方式を、受信側条件として設定できる。そして、メ
ッセージ制御装置２０は、その受信側条件を考慮してメッセージの受信端末への送信を制
御できる。
【００９８】
　又、メッセージ制御装置２０は、メッセージの形式やメッセージに添付されるデータの
形式に関する移動端末１０ａやＭＭＳ端末３０ａのような端末装置の処理能力を、端末情
報データベース２４に登録しておくことができる。そして、メッセージ制御装置２０は、
メッセージの形式やデータの形式に関する受信端末の処理能力に基づいてメッセージの受
信端末への送信方式を決定し、その決定結果に従ってメッセージの送信を制御できる。そ
のため、メッセージ制御装置２０は、メッセージの形式やメッセージに添付されるデータ
の形式に関する受信端末の処理能力を考慮して、メッセージの受信端末への送信を制御で
きる。
【００９９】
　しかも、メッセージ制御装置２０は、メッセージの送信毎に、即ち、送信単位でメッセ
ージの送信を制御でき、送信単位で送信方式を変更することができる。更に、メッセージ
制御装置２０は、移動端末１０ａやＭＭＳ端末３０ａから新たな受信側条件や端末情報を
取得した場合は、受信側条件データベース２３に登録している受信側条件や、端末情報デ
ータベース２４に登録している端末情報を更新できる。
【０１００】
　又、移動端末１０ａ、ＭＭＳ端末３０ａによれば、受信端末になるときに希望する、メ
ッセージの送信元アドレスやメッセージの形式、メッセージに添付されるデータの有無や
その形式、メッセージの優先順位、メッセージの重要度、メッセージに含まれる文字列に
基づくメッセージの受信端末への送信方式を受信側条件として設定し、メッセージ制御装
置２０に通知できる。又、移動端末１０ａ、ＭＭＳ端末３０ａは、メッセージの形式やメ
ッセージに添付されるデータの形式に関する処理能力をメッセージ制御装置２０に通知で
きる。そのため、メッセージ制御装置２０は、移動端末１０ａやＭＭＳ端末３０ａから通
知された受信側条件や処理能力を考慮して、メッセージの受信端末への送信を制御できる
。
【０１０１】
〔変更例〕
　本発明は、上記実施の形態に限定されるものではなく、種々の変更が可能である。上記
実施形態では、メッセージ制御装置２０は、端末装置から端末情報を取得していたが、メ
ッセージ制御装置２０は、第１メッセージングシステム１０や第２メッセージングシステ
ム２０から、端末情報を取得してもよい。具体的には、メッセージサーバインタフェース
２１、ＭＭＳリレー／サーバインタフェース２２が、メッセージサーバ１０ｄ、ＭＭＳリ
レー／サーバ３０ｄから、端末装置のアドレスに対応付けられた端末情報を受信し、登録
部２５に入力する。登録部２５は、メッセージサーバインタフェース２１、ＭＭＳリレー
／サーバインタフェース２２から、メッセージサーバ１０ｄ、ＭＭＳリレー／サーバ３０
ｄからの端末装置のアドレスに対応付けられた端末情報を取得する。登録部２５は、取得
した端末装置のアドレスに対応付けて、端末情報を端末情報データベース２４に登録する
。尚、端末情報を端末情報データベース２４に手動で設定するようにしてもよい。
【０１０２】
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　又、端末装置は、受信側条件として、基本項目や追加項目に基づくメッセージ送信の制
御を希望しないことを通知し、メッセージ制御装置２０は、その端末装置の受信側条件と
して、基本項目や追加項目に基づくメッセージ送信の制御を希望しないことを、受信側条
件データベース２３に登録してもよい。
【０１０３】
　又、端末装置は、一度登録した受信側条件の削除を要求できる。例えば、端末装置は、
全ての項目に「＊」や「、」を設定した条件通知メッセージを送信することや、受信側条
件設定ページで受信側条件の削除を指定することにより、受信側条件の削除をメッセージ
制御装置２０に要求できる。登録部２５は、削除の要求を受けた端末装置の受信側条件を
、受信側条件データベース２３から削除する。
【０１０４】
　又、メッセージ制御装置２０は、受信側条件について初期値（デフォルト値）を設定し
ておくことができる。この場合、端末装置は、受信側条件として初期値の登録を要求でき
る。端末装置は、例えば、初期値を用いたい項目について「＊」や「、」を設定した条件
通知メッセージを送信することや、受信側条件設定ページで初期値を用いたい項目につい
て初期値を指定することにより、メッセージ制御装置２０に対し、受信側条件として初期
値を登録することを要求できる。登録部２５は、指定を受けた項目の初期値を、受信側条
件として受信側条件データベース２３に登録する。
【０１０５】
　更に、端末装置は、受信側条件の登録後に、初期値への変更を要求できる。端末装置は
、例えば、初期値に変更したい項目について「＊」や「、」を設定した条件通知メッセー
ジを送信することや、受信側条件設定ページで初期値に変更したい項目について初期値を
指定することにより、メッセージ制御装置２０に対し、初期値への変更を要求できる。登
録部２５は、受信側条件データベース２３に登録されている受信側条件の要求を受けた項
目を初期値に変更する。尚、端末装置は、全ての項目について初期値を指定したい場合や
初期値に変更したい場合には、全ての項目について「＊」や「、」を設定した条件通知メ
ッセージを送信したり、受信側条件設定ページで全ての項目について初期値を指定したり
すればよい。
【０１０６】
　又、端末装置は、登録した受信側条件の一部の項目について変更を要求してもよい。端
末装置は、例えば、変更が不要な項目について「＊」や「、」を設定し、変更が必要な項
目について新たな条件を設定した条件通知メッセージを送信することにより、メッセージ
制御装置２０に対して一部の項目について変更を要求できる。登録部２５は、受信側条件
データベース２３に登録されている受信側条件について、変更が必要な項目についてのみ
変更し、「＊」や「、」が設定された項目のような変更が不要な項目については登録内容
を変更しない。
【０１０７】
　更に、図１に示した通信システム１では、第１メッセージングシステム１０、第２メッ
セージングシステム３０から独立して、第１メッセージングシステム１０と第２メッセー
ジングシステム３０の間にメッセージ制御装置２０を設置しているが、メッセージ制御装
置２０を、第１メッセージングシステム１０、第２メッセージングシステム３０のいずれ
かのシステム内に設置してもよい。又、メッセージサーバ１０ｄ、ＭＭＳリレー／サーバ
３０ｄのいずれかと、メッセージ制御装置２０とを一体で構成してもよい。更に、端末装
置の種類は、移動端末１０ａ、ＭＭＳ端末３０ａに限定されず、ネットワークも移動通信
網１０ｃ，３０ｃに限定されない。メッセージの受信端末への送信方式の種類も、直接送
信と間接送信に限定されない。例えば、送信方式には、メッセージを複数のメッセージに
分割して送信する方式などがある。又、受信側条件や端末情報条件は、送信方式として、
直接送信と間接送信の両方を指定することもできる。この場合、メッセージ制御部２６は
、直接送信する場合の処理と間接送信する場合の処理の両方を行う。
【図面の簡単な説明】
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【０１０８】
【図１】本発明の実施の形態に係る通信システムの構成を示す図である。
【図２】本発明の実施の形態に係るメッセージ制御装置の構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る移動端末の構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る条件通知メッセージによる受信側条件の通知、登録の
手順を示すフロー図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る受信側条件設定ページによる受信側条件の通知、登録
の手順を示すフロー図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る直接送信によるメッセージの送受信の手順を示すフロ
ー図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る間接送信によるメッセージの送受信の手順を示すフロ
ー図である。
【符号の説明】
【０１０９】
　１　通信システム
　１０　第１メッセージングシステム
　１０ａ　移動端末
　１０ｂ，３０ｂ　無線基地局
　１０ｃ，３０ｃ　移動通信網
　１０ｄ　メッセージサーバ
　１１　通信部
　１２　制御部
　１３　記憶部
　１４　入力部
　１５　表示部
　２０　メッセージ制御装置
　２１　メッセージサーバインタフェース
　２２　ＭＭＳリレー／サーバインタフェース
　２３　受信側条件データベース
　２４　端末情報データベース
　２５　登録部
　２６　メッセージ制御部
　２７　メッセージ格納部
　２８　間接送信制御部
　３０　第２メッセージングシステム
　３０ａ　ＭＭＳ端末
　３０ｄ　ＭＭＳリレー／サーバ
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              Ｈ０４Ｍ　　３／３８－　３／５８
              Ｈ０４Ｍ　　７／００－　７／１６
              Ｈ０４Ｍ　１１／００－１１／１０
              Ｈ０４Ｗ　　４／００－９９／００
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